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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税引き上げに伴う駆け込み需要の反動減の影響が見ら

れたものの、緩やかな回復基調で推移しました。一方、海外におきましては、米国経済は回復傾向が続いたもの

の、中国など新興国の景気拡大テンポの鈍化が続いており、引き続き先行き不透明な状況となりました。

 物流業界におきましては、消費増税や夏場の天候不順による荷動きの減少に加え、人件費の上昇等による輸送

コストの増加等により、厳しい経営環境で推移しました。

 このような事業環境のもと、当社グループは、ソリューション営業を積極的に推進するとともに、経営管理の

強化を図り徹底した業務の効率化に努めました。また、顧客ニーズに対応するため既存設備の改修を進めるとと

もに、北陸地区において増築計画を具体化するなど資産の有効活用にも取り組んでおります。

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は11,914百万円（前年同期比2.6％増）、営業利益は626

百万円（前年同期比14.4％増）となり、経常利益は715百万円（前年同期比14.0％増）、四半期純利益は456百万

円（前年同期比15.0％増）となりました。

 

（セグメント別の概況）

① 倉庫業

 倉庫業におきましては、入出庫高及び保管残高ともに前年同期に比し増加しました。これらの結果、倉庫業の

営業収益は2,774百万円（前年同期比4.5％増）、セグメント利益は318百万円（前年同期比23.7％増）となりま

した。

② 運送業

 運送業におきましては、取扱数量は入出庫高の増加に伴い保管貨物の取扱いは堅調に推移するものの、保管外

貨物の取扱いは減少しました。これらの結果、運送業の営業収益は6,018百万円（前年同期比0.4％減）、セグメ

ント利益は396百万円（前年同期比0.0％増）となりました。

③ 国際貨物取扱業

 国際貨物取扱業におきましては、通関業の取扱数量は輸入・輸出ともに前年同期に比し増加し、梱包業の取扱

数量も、輸出貨物の取扱高の増加に伴い増加しました。これらの結果、国際貨物取扱業の営業収益は3,154百万

円（前年同期比6.7％増）、セグメント利益は192百万円（前年同期比15.6％増）となりました。

 

(２）財政状態に関する説明 

①資産・負債・純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ935百万円増の

41,416百万円となりました。これは主に、固定資産の建物及び構築物が343百万円減少しましたが、建設仮勘

定が489百万円、投資有価証券が659百万円増加したこと等によるものです。

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ293百万円増の7,529百万円となりました。これは主に、流動

負債のその他に含まれております設備関係支払手形が118百万円、未払消費税等が159百万円、固定負債の繰延

税金負債が209百万円増加したこと等によるものです。

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ642百万円増の33,886百万円となりました。これは主に、

利益剰余金が213百万円、その他有価証券評価差額金が425百万円増加したこと等によるものです。

 以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.3ポイント減の81.4%となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動におけるキ

ャッシュ・フローで1,093百万円の増加、投資活動におけるキャッシュ・フローで652百万円の減少、財務活動

におけるキャッシュ・フローで456百万円の減少となり、当第２四半期連結会計期間末には6,865百万円となり

ました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は、主に、税金等調整前四半期純利益及び減価償却費によるものであり、

1,093百万円と前年同期と比べ124百万円（12.9％）の増加となりました。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は、主に、有形固定資産の取得のための支出によるものであり、652百万円と

前年同期と比べ181百万円（21.8％）の減少となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は、主に、長期借入金の返済及び配当金の支払いによるものであり、456百万

円と前年同期と比べ726百万円（前年同四半期は270百万円の収入）の増加となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第２四半期連結業績は、概ね予想どおり推移しており、現時点においては、平成26年５月９日発表の業績予

想に変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 （会計方針の変更）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、

退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の

基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率を使用する方法か

ら、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ

変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が8百万円増加し、利益剰余金が5百万円減

少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与え

る影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,880,712 6,865,530 

受取手形及び営業未収入金 3,334,372 3,399,778 

貯蔵品 6,023 6,531 

繰延税金資産 107,653 118,125 

その他 536,378 615,626 

貸倒引当金 △5,550 △5,751 

流動資産合計 10,859,591 10,999,841 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 11,708,482 11,364,826 

機械装置及び運搬具（純額） 700,452 694,532 

土地 9,604,077 9,604,077 

リース資産（純額） 67,733 77,957 

建設仮勘定 36,880 526,198 

その他（純額） 176,653 163,541 

有形固定資産合計 22,294,279 22,431,134 

無形固定資産 31,924 30,752 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,946,037 7,605,154 

退職給付に係る資産 14,282 16,886 

その他 338,472 335,999 

貸倒引当金 △2,907 △3,012 

投資その他の資産合計 7,295,885 7,955,028 

固定資産合計 29,622,088 30,416,916 

資産合計 40,481,679 41,416,758 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 1,264,139 1,240,874 

短期借入金 3,110,000 3,110,000 

1年内返済予定の長期借入金 363,800 275,800 

リース債務 19,039 22,697 

未払法人税等 196,251 284,809 

賞与引当金 207,219 216,221 

役員賞与引当金 14,600 8,100 

その他 516,579 703,178 

流動負債合計 5,691,628 5,861,680 

固定負債    

長期借入金 483,300 362,900 

リース債務 52,078 59,744 

繰延税金負債 691,202 900,754 

退職給付に係る負債 223,238 249,302 

その他 95,306 95,416 

固定負債合計 1,545,127 1,668,118 

負債合計 7,236,755 7,529,798 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,734,294 2,734,294 

資本剰余金 2,263,807 2,263,807 

利益剰余金 26,660,497 26,873,653 

自己株式 △35,537 △35,630 

株主資本合計 31,623,062 31,836,124 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,543,745 1,969,417 

為替換算調整勘定 6,578 3,340 

退職給付に係る調整累計額 △80,072 △77,440 

その他の包括利益累計額合計 1,470,251 1,895,318 

少数株主持分 151,610 155,516 

純資産合計 33,244,924 33,886,959 

負債純資産合計 40,481,679 41,416,758 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業収益 11,615,106 11,914,366 

営業原価 10,777,921 10,989,741 

営業総利益 837,185 924,624 

販売費及び一般管理費 289,228 297,669 

営業利益 547,956 626,955 

営業外収益    

受取利息 387 394 

受取配当金 72,225 85,469 

社宅使用料 5,839 6,144 

持分法による投資利益 14,343 8,162 

その他 12,937 10,714 

営業外収益合計 105,734 110,886 

営業外費用    

支払利息 22,270 21,523 

その他 3,653 735 

営業外費用合計 25,923 22,258 

経常利益 627,767 715,583 

特別利益    

固定資産売却益 11,942 4,478 

特別利益合計 11,942 4,478 

特別損失    

固定資産除却損 3,658 1,899 

固定資産売却損 109 26 

特別損失合計 3,768 1,926 

税金等調整前四半期純利益 635,941 718,135 

法人税、住民税及び事業税 283,461 287,474 

法人税等調整額 △48,701 △30,338 

法人税等合計 234,760 257,135 

少数株主損益調整前四半期純利益 401,181 460,999 

少数株主利益 3,973 4,399 

四半期純利益 397,207 456,599 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 401,181 460,999 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 377,189 425,934 

退職給付に係る調整額 － 2,632 

持分法適用会社に対する持分相当額 5,765 △3,237 

その他の包括利益合計 382,955 425,329 

四半期包括利益 784,136 886,328 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 777,794 881,666 

少数株主に係る四半期包括利益 6,341 4,662 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 635,941 718,135 

減価償却費 550,607 569,618 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,036 306 

賞与引当金の増減額（△は減少） △56,617 9,002 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,300 △6,500 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,272 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 18,787 

受取利息及び受取配当金 △72,613 △85,864 

支払利息 22,270 21,523 

持分法による投資損益（△は益） △14,343 △8,162 

為替差損益（△は益） △0 △81 

固定資産除却損 3,658 1,409 

固定資産売却損益（△は益） △11,833 △4,451 

営業債権の増減額（△は増加） 119,918 △65,405 

たな卸資産の増減額（△は増加） △839 △507 

その他の資産の増減額（△は増加） 17,494 △77,229 

営業債務の増減額（△は減少） △34,686 △23,264 

未払消費税等の増減額（△は減少） △8,903 160,845 

その他の負債の増減額（△は減少） 131,356 △1,501 

小計 1,265,345 1,226,658 

利息及び配当金の受取額 75,864 89,115 

利息の支払額 △22,912 △21,121 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △349,188 △200,772 

営業活動によるキャッシュ・フロー 969,108 1,093,880 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △807,498 △656,409 

有形固定資産の売却による収入 23,403 6,267 

投資有価証券の取得による支出 △49,991 － 

その他 △92 △2,179 

投資活動によるキャッシュ・フロー △834,179 △652,321 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 740,000 － 

長期借入金の返済による支出 △208,700 △208,400 

リース債務の返済による支出 △9,271 △10,210 

自己株式の取得による支出 △193 △93 

配当金の支払額 △250,911 △237,361 

少数株主への配当金の支払額 △756 △756 

財務活動によるキャッシュ・フロー 270,167 △456,821 

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 81 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 405,096 △15,181 

現金及び現金同等物の期首残高 6,989,314 6,880,712 

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,394,411 6,865,530 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計 上 額 
（ 注 ） ２   倉庫業 運送業 

国際貨物 
取扱業 

計 

営業収益            

外部顧客への営業収益 2,640,595 6,018,445 2,956,064 11,615,106 － 11,615,106 

セグメント間の内部営業
収益又は振替高 

15,382 22,048 － 37,430 △37,430 － 

計 2,655,977 6,040,493 2,956,064 11,652,536 △37,430 11,615,106 

セグメント利益 257,659 396,195 166,428 820,284 △272,328 547,956 

（注）１．セグメント利益の調整額△272,328千円には、セグメント間取引消去△34千円、各報告セグメントに配分

されていない全社費用△272,294千円が含まれております。全社費用は、親会社の本社管理部門に係る費用

であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計 上 額 
（ 注 ） ２   倉庫業 運送業 

国際貨物 
取扱業 

計 

営業収益            

外部顧客への営業収益 2,759,348 6,000,248 3,154,769 11,914,366 － 11,914,366 

セグメント間の内部営業
収益又は振替高 

15,421 17,775 － 33,196 △33,196 － 

計 2,774,769 6,018,024 3,154,769 11,947,563 △33,196 11,914,366 

セグメント利益 318,757 396,313 192,474 907,545 △280,590 626,955 

（注）１．セグメント利益の調整額△280,590千円には、セグメント間取引消去60千円、各報告セグメントに配分さ

れていない全社費用△280,650千円が含まれております。全社費用は、親会社の本社管理部門に係る費用で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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